
学芸員、司書、教職課程

視聴覚教育メディア論
Audio Visual Education
主なテーマ

１．メディアの概念と歴史

２．人の情報処理とコミュニケーション理論

３．教育メディアとその活用

４．メディアリテラシー

５．博物館の展示技術

６．メディアとデジタルテクノロジー

７．？？？

→わかりやすく表現すると



視聴覚教育メディア論
Audio Visual Education
 世界最初の絵本と宇宙開発
 一生に読める本の冊数
 エリートが作ってゴロツキが売る○○新聞
 ねつ造・演出・技術ミスのバラエティ報道
 ３D映画は100年前からあった

 旭山動物園はなぜおもしろいのか
 無線の時代になぜ有線の光ファイバー
 なぜブルーレイディスクなの
 なぜアナログ放送はなくなるの
 ラジオと無縁の若い世代

講義方法１

 資料の配布

 板書の代わりです

 映像資料の提示

 新旧各種の映像です

 最新技術の紹介

 機械のことはわからなくても大丈夫です

 博物館の紹介

 博物館が面白い、みんなで博物館に行こう



講義２

 出席カード

 感想や質問など自由に記述してください。

 資料と出席カードは入口に置いてあります

 試験は最終日に提出するレポート
 詳細は第2回の講義で説明します

講義の目的と評価

 博物館学芸員の必修科目
 メディアの特性が理解できたら30点
 「自分はこんな博物館にする」60点
 メディアの面白さ・楽しさを感じたら80点
 それをレポートで表現して100点

 この授業で皆さんが何かを感じることができ
たら担当教員も100点？



第1回のメインテーマ

スプートニクショック

 視聴覚教育メディアの発展において
重要な出来事のひとつ

 ここから新しいメディアや工学的手法に
よる教育が生まれた

第1回 視聴覚教育メディア

 メディア（media）について

 概念と定義

 メディアの変遷：歴史 壁画からiPhoneまで

 コメニウスの「世界図絵」絵本

 教育思想と教育理論 配布資料

 アメリカにおける視聴覚教育史 映像資料

 スプートニクショックと教育工学の発展

 日本での視聴覚教育史 配布資料



スプートニクショック

 アメリカ、人工衛星打ち上げ失敗

 米ソ冷戦と核ミサイルの開発競争

 打ち上げ失敗は教育の失敗

 あたらしい教育理論、教育機器の開発

 教育工学の誕生

 軍事技術が新コミュニケーションを開発

 →インターネット

 アポロ計画からスペースシャトル

スプートニクショックの影響

 ソビエト(現ロシア)は世界初の人工衛星を

打ち上げて、米国民に衝撃を与えた。
レッドパージに代表される「共産主義」
恐怖から、米国の科学技術を向上させる
原動力を生んだ。

 ブルーナ「教育の過程」

 プログラム学習

 ティーチングマシン（TM）

博覧会→配布資料



視聴覚教育史における
エポックメーキングがスプートニクショック

 1957年から60年代

 映像資料 NHK映像の世紀(一部)

日本の視聴覚メディア史

 絵巻物

 オランダ・エキマン鏡→うつしゑ

 幻灯機(スライド映写機）

 活動写真(映画)

 映画教育とナトコの映写機

 テレビ放送

 白黒→カラー→音声多重→文字放送

 デジタル放送

配布資料参照



米・世界大戦前の視聴覚教育

 フィルムライブラリー
（教育映画の作成と貸出）

馬車 →古代 壁画へ

歴史的な視聴覚資料

 洞窟壁画

 絵入りロンドンニュース

 絵入り観音経

 世界図絵



洞窟壁画

アルタミラの洞窟壁画

スペイン村 ハビエル城博物館



ロゼッタストーン

大英博物館ストーンギャラリー

絵入りロンドンニュース

読むことに十分慣れていない人たちの興味を引いた絵入りロンドンニュース 1879年



絵入り観音経

布教 メディアを活用して教えをつたえる

経典
宗教画IKON
絵巻物
テレビ、ラジオ
衛星中継
インターネット

コメニウスの世界図絵
世界最初の絵本



神

水



日本語版

鳴き声からアルファベットを学ぶ




